
平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、第20期中間株主通信をお届けするにあたり、謹んでご挨拶申し

上げます。

このような市場環境の下、当社グループにおきましては、前連結会
計年度後半より準備して参りましたかつてのボリュームゾーンであった
トレンドミックス系ブランドの再編を平成28年3月より始動し、自社販
売サイトの全面リニューアルや展示会の開催、SNS広告の強化、大型
の雑誌広告掲載等の各種施策も実施しております。しかしながら、これ
らの施策の効果は、一般顧客の多いモール系店舗（楽天市場、ZOZO 
TOWN、Shop List等）で先行して表われてきておりますが、モール系
店舗と比較して新規流入顧客数の少ない自社販売サイトでは、想定通
りの回復には至っておらず、業績の抜本的な改善には至っておりませ
ん。

また、平成27年3月31日より、健康コーポレーション株式会社（現　
RIZAPグループ株式会社）の子会社として同社グループに参画してお
り、グループ間シナジーを最大限に発揮するべく、グループ会社との協
業活動も開始しており、コスト削減・販路拡大に関する取り組みやノウ
ハウなどの有効活用のための人材交流等を進めております。

代表取締役社長
岡　隆宏

第20期 中間株主通信
平成28年4月1日～平成28年9月30日

www.dreamv.co.jp

Top Message
【今期上期の振り返り】

今期上期の当社業績は、基幹事業の衣料品販売事業及び卸売事業
における売上高総額は当初の想定通りの金額で推移いたしましたが、
モール系店舗の売上の比重の高まりによるインターネット店舗関連コ
スト等の増加により、利益面においては想定を下回る厳しい結果となり
ました。

当第2四半期連結累計期間（自平成28年4月1日至平成28年9月
30日）におけるわが国経済は、企業収益の改善や雇用・所得環境の改
善傾向が継続し、国内景気は緩やかな回復基調で推移している一方、
急激な円高の進行、英国のEU離脱問題など海外経済の下振れ懸念も
あり、先行きの不透明感は依然として払拭しきれない状況が続いてお
ります。

当社グループが属するアパレル小売業界におきましては、同業他社
や、他業態との競争激化が進む中、消費者の節約志向も依然として続
いており、引き続き厳しい状況となっております。

【今期下期の戦略・見通し】
今期上期は、衣料品販売事業及び卸売事業におきましては、売上高

総額は当初の想定通りの金額で推移したものの、自社サイトでの売上
については伸び悩む結果となり、その一方で一般顧客の多いモール系
店舗（楽天市場、ZOZO TOWN、SHOP LIST等）での売上は順調に
推移いたしました。その結果、自社サイトに比べ、収益性が劣るモール
系店舗での売上が伸びたことにより、インターネット店舗関連コストが
増加し、当初想定しておりました販売費及び一般管理費を超過するこ
ととなり、利益面において想定を下回る結果となりました。

今期下期につきましては、衣料品販売事業及び卸売事業において、
リブランディングを進めている最中であり、第2四半期連結累計期間
の状況も鑑みて、当面は自社サイトよりもモール系店舗の売上高の伸
びを想定しており、最終的にはお客様を自社サイトに誘導する方針で
はあるものの、現状の売上推移は継続すると想定しております。しかし
ながら、直近１０月度単月の当社単体の実績値においては黒字への転
換を果たしており、リブランディングの成果の兆しは徐々にではあるも
のの現れてきております。この回復基調を継続させ更なる向上を目指
して参る所存であります。
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Corporate Data / Stock Information

Financial Data

第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は1,341百万円、営業損失は179百万円、経常損失は175百万円、親会社株主に帰属する
四半期純損失は176百万円となりました。

事 業 年 度 毎年4月１日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ
公告して定めた日

公 告 方 法 当社のホームページに掲載いたします。
＜http://www.dreamv.co.jp＞
ただし事故その他やむを得ない事由に
より電子公告をすることができないとき
は、日本経済新聞にて掲載いたします。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063　
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） ふ0120－782－031
イ ン タ ー ネ ット
ホームページURL

http://www.smtb.jp/personal/
agency/index.html

株主メモ

Topics

【商品力の強化】
業績向上のため、当社グループの基幹事業である衣料品

販売事業における商品力の強化を課題として取り組んでお
り、お客様の求める商品を提供することをミッションとして、お
客様のニーズに合致した商品ができるよう、企画・生産のさら
なる進化を進めております。

「サイドゴアタイプのショートブーツ」は、お客様からお洒落
で履きやすいとご好評をいただいております。

サイドゴアブーツにありがちなごつごつしたカジュアル感
を、ほどよい丸みのトゥと丈感にブラッシュアップ！フォルムにとことんこだわり、スカート
にもパンツにも合わせやすいよう上品にカッコよく仕上げた自信の商品です。ヒールは
3.5cmで地面との接地面も広いため、安定感もよく、歩きやすさもバツグンの仕上がり
です。インソールは全面に敷いたクッションに加え、つま先付近にも卵型のクッションを
あしらって、体重が掛かる部分の付加を軽減してくれます。
「サイドゴアタイプのショートブーツ」は、シリーズ累計で1万足超のヒット商品となって

おり、出店モールのランキングでも1位に選ばれました。

今夏には、「夢展望の水着がかわいすぎる！」とネットで紹
介され、話題となりました。

ベビードール風のデザインビキニで、キュートで一見ドキ
ッとさせるデザインながら、お腹周りはしっかりとカバーしま
した。ショーツの履き口部分に小さなフリルをつけるなど細
部にまでこだわった商品で、こちらも出店モールのランキン
グで1位に選ばれました。

社 名 夢展望株式会社
DREAM VISION CO., LTD.

設 立 平成10年５月
資 本 金 100百万円
本 社 大阪府池田市石橋三丁目２番１号 
従 業 員 数 連結：81名　単体：50名

■　会社の概要（平成28年9月30日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数 5,616,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 5,304,000株
株 主 数 1,587名

■　株式の状況

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

RIZAPグループ株式会社 3,900 73.53
岡　隆宏 536 10.11
田中　啓晴 72 1.36
片山　文雄 42 0.81
岡　美香 36 0.68
和田　修 26 0.51
吉田　知広 22 0.42
田中　祐司 21 0.40
株式会社ＳＢＩ証券 20 0.39
玉腰　勇吉 20 0.38

■　大株主

役　名 氏　名

代 表 取 締 役 社 長 岡     隆 宏
専 務 取 締 役 田 中  啓 晴
取 締 役 濱　 中  　 眞 紀 夫
取締役　監査等委員 八 島  隆 雄
取締役　監査等委員（社外）石 原  康 成
取締役　監査等委員（社外）古 川  純 平

■　役員（平成28年9月30日現在）

■　売上高 （単位：千円）

※第18期は、平成26年10月1日から平成27年3月31日までの6ヶ月決算となっております。
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■　親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失（△）（単位：千円）
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連結決算ハイライト
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